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そこで，カオリナイト，ベントナイト，イライトそれぞれを懸濁させた溶液の pHを 10に調整後，セシウム 250mg/L
となるよう添加した結果，カオリナイトは負のゼータ電位を強く発現していた一方で，2：1 粘土鉱物であるベントナ
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イトはセシウムによって負電荷を弱めていた．そして凝集沈澱物をベントナイトの系のみで確認できた．さらにカオリ
ナイトとベントナイトからなる混合系に同様の処理を施した結果，pH10でセシウム 250mg/L のときに同様の沈澱物を
確認した．ベントナイトはカオリナイトには含まれないカルシウム，鉄，マグネシウム，マンガンを含むことから，沈
殿物の化学組成を分析して相同性解析を行なった結果で，ベントナイトが 95%以上であるという結果が得られ，pH 調
整およびセシウム添加処理によって，2：1 粘土鉱物のみを分級できる可能性が示された．この手法を浄水発生土に適
用する場合，凝集剤の架橋作用によって pHを高くしても凝集構造の破壊に至らなかった．そこで，酸添加による前処
理で架橋作用を取り除き，pH10 調整およびセシウム添加を行なった結果，あらためて沈殿物を確認し，浄水発生土へ
の適用も可能であることが示唆された． 
第７章「総括」は，本研究を通して得られた結果を総括し，浄水発生土のセシウム処理に関して，本研究成果を基に
実用化に向けて今後検討すべき研究課題を整理した． 
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